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京都時代

江戸時代

佐野時代

その他

猪八から江戸の芳村観阿に渡るまでの経緯が不明。 

また、現在どこにあるのか不明。 

俳人水上芦川から次郎兵衛に渡ったのか？ 

経緯がはっきりしない。 

乾山は何故次郎兵衛に直接「陶工必用」を渡さなかったのか？ 

初代 仁清 二代 仁清 

尾形乾山 

孫兵衛 

三浦乾也 ？ 

写し 冑山文庫 
埼玉県大里郡吉見村冑山 

帝国図書館 

陶工必用とほぼ同じ内容だが、 

佐野の大川顕道のために 

書かれた入門書 

国会図書館 

仙台では、乾也に陶技を学んでいた庄司義忠に 

乾の一字を与え、乾馬の号を贈り、「乾山楽焼秘書」を 

模写させた。 

これにより乾山流陶法が堤焼に根付くことになった。 

三浦乾也 大槻如電 池田成彬 

川喜多半泥子 

大和文華館 

一枝庵蘭渓 水上芦川 

抱一上人 

江戸の俳人 俳人 

西村藐庵 宮崎富之助 次郎兵衛 

大川顕道 
大川家

大川峯三郎 

丸山瓦全 

鉄竹堂 

明治41年 
滝澤家 

写し 

写し 

篠崎源三郎が被見し、 

佐野乾山発見のきっかけとなる。 

川喜多半泥子も被見。 

写し 

骨董商 泰文堂 栃木県氏家 

仙台藩 堤焼 

吉原江戸町二丁目名主 

花明園のあるじ。 

俳人でもあった。 

俳人でもあった。 

元服した頃に江戸座俳諧の 

馬場存義に入門。 

宮崎富之助 次郎兵衛 三浦乾也 抱一上人 西村藐庵 大槻如電 三浦松次郎 

乾也の子 

乾山世代書 

「乾山世代書」によると 

天保7年6月24日 

叔父の井田吉六と共に 

西村藐庵に入門している。 

三浦乾也 西村藐庵 奥村乾昇 

乾也の弟子 埼玉県大里郡吉見村冑山 

根岸家 乾山会 

善養寺 

根岸家 

猪八 芳村観阿 

江戸の茶人、浅草の富商。 

鑑定に長じ松平不昧公の 

名器蒐集に力を貸す。 

梅屋(佐原)菊塢 

栃木県佐野 

天明鋳物代官 

仁清伝書 

一文字屋助左衛押小路焼の陶法 

この間数代？ 

口述 

口述 

元禄12年(1699年)8月13日 

署名して渡した 

鳴滝窯で共に製陶 

元禄12年(1699年)11月〜 

「仁清伝書」の内容が「陶工必用」に写されて 

いることは周知の事実であるが、「仁清伝書」 

自体はどうなったのか？ 

猪八(初代仁清の孫で、乾山の養子)に遺したか？ 

親族・弟子 

本阿弥光悦 

孫の光甫を 

経て伝承 陶器製法書 

楽一入 楽焼の手ほどき 尾形光琳の子寿市郎の養家小西家に伝わった。 

酒井抱一が光琳の百回忌にその墓を再建することを計画し、梅屋(佐原)菊塢を京に遣わしたところ、 

菊塢が小西家から譲り受けた光琳下絵380枚の中に「陶器製法一冊」が紛れていたのを発見した。 

(梅屋日記) (出典：陶説57「五代乾山西村藐庵」鈴木半茶) 

光琳下絵は抱一に土産として渡しているので、「陶器製法書」も抱一に渡されたのか？ 

また、現在どこにあるのか？ 

2006年秋に京都国立博物館で開催された「京焼－みやこの意匠と技－」展において 

展示された。国会図書館蔵であるが、この展示以外紹介された文献が見当たらないため 

詳細は不明。後日国会図書館で確認する予定。 

尾形乾山 

江戸に下向 

享保16年(1731年) 
陶工必用 

元文2年(1737年)3月5日 

猪八伝書 

京都 二代乾山 

聖護院で製陶 

抱一の命を受けて京都に赴いた際、京都清水の尾形周平に陶技を学んでいる。 

また、周平は菊塢から「乾山伝書」を借見して乾山に私淑し、尾形と改名するに到ったと言われている。 

抱一は時々菊塢の梅屋敷を訪れ、隅田川焼の窯で作陶もしていた。 

「陶工必用」の跋に「元文丁巳秋八月 武江蘭渓任」 

とあるので、蘭渓のために書写したものと考えられているが、 

蘭渓と乾山の関係は？ 

また、この跋は乾山の直筆ではないと考えられているが、 

この跋を書いたのは蘭渓？ 

（出典：目の眼 No.83 「乾山陶芸三著作の研究」田賀井秀夫） 

陶磁製方 

元文2年(1737年)9月11〜12日  

尾形乾山 

佐野に赴く 

元文2年(1731年)2月〜 

 元文3年(1732年)3月 

「江戸伝書」と呼ばれているが、 

日付から判断すると、乾山が 

佐野にいる間に書き上げたもの 

と考えられる。 

乾山は俳人の長谷川馬光と 

親しく、湯島の長谷川馬光宅の 

裏で9ヶ月暮らした。 

蘭渓は馬光を通じての知り合いか？ 

謎１ 

謎２ 

謎４ 

？ 

栃木県足利市の郷土史家 

佐野の大川家の親戚 

西村藐庵自筆 

(出典：陶説31「江戸系統二代乾山次郎兵衛」鈴木半茶) 

漢学者 

第5次浅草文庫創設 

「古画備考」に記載された「乾山口述伝書」の奥書の添書に 

  明和三年戌三月 

  二代目也 乾山 

  弟子 宮崎富之助殿 

とあり、「口述伝書」は明和3年(1766年)に二代目次郎兵衛 

から三代目宮崎富之助に伝えられたことがわかる。 

？ 

寛保3年(1743年)5月某日、乾山は突然卒倒で倒れ、 

それから6月2日に亡くなるまでの間に、自分が体験で 

得た陶技を口述して次郎兵衛に筆記させた。 

（出典：陶説31「江戸系統二代乾山次郎兵衛」鈴木半茶） 

抱一の手許にあったものを興禎が披見し、その奥書を「古画備考」の「尾形乾山」の項に記載した。 

朝岡興禎は「古画備考」の乾山の項を書くにあたって、絵師観嵩月翁の話を参考にしているが、 

観嵩月は、乾山が晩年居住しその内室に絵を教えていた深川六間堀の長屋の主人、材木商の 

築島屋坂本米舟の子である。 

謎７ 

昭和24年発見 

楽焼秘書 

口述伝書 

謎６ 

「口述伝書」は実在したのか？ 

また、現在はどこにあるのか？ 

堤焼は登窯を使った本焼のはず。 

堤焼乾馬窯には「乾山楽焼秘書」は 

伝えられているのか？ 

陶説26に鈴木半茶氏による「猪八乾山と陶器密法草」という 

記事が掲載されており、その中では「陶器密法草」が「古くから 

上野図書館(帝国図書館)に架蔵されており大乾山の伝書の 

ごとくいわれていたのを、私は二代猪八の伝書であることを 

つきとめておいた」とある。 

出典： 

日本の美術 ３、No.154 乾山：河原正彦

抱一は乾山の墓が入谷の坂本町新門前の善養寺にあることを知り、 

標石を立て、「乾山遺墨」を上梓し、その後乾山の弟子の子孫を 

尋ねだして、その陶法伝書を譲り受けた。 

(出典：陶説57「五代乾山西村藐庵」鈴木半茶) 

抱一が譲り受けたのは宮崎富之助の妻はるからと考えられている。 
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/art-museum/catalogue/handeisi/morimoto.htm 

http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/art-
museum/catalogue/handeisi/morimoto.htm 

この間不明 

二代 三代 四代 五代 六代 

この間不明 

陶器密法書 

梅屋(佐原)菊塢が百花園に築いた隅田川焼の初窯開きの 

「すみだ川花やしき」というパンフレットに 

「猪八の自筆伝書を観阿から譲り受けた」とある。 

(出典：陶説57「五代乾山西村藐庵」鈴木半茶) 

抱一上人 梅屋(佐原)菊塢 

？ 

「乾山世代書」には 

 初代 乾山紫翠深省 

  右者准后宮様京師より御召連被成候 

 弟子二代目 乾山次郎兵衛 

  入谷出生之人 

 弟子三代目 宮崎富之助 

  同入谷村 

 四代目 雨華庵 抱一上人 

 五代目 歌仙庵 藐庵宗先 

  金龍山中住居 

とある。 

財界人、政治家 

日本銀行総裁、 

大蔵大臣兼商工大臣 

写しは国会図書館に残っているが、オリジナルの自筆本はどこにある？ 

謎３ 

抱一と西村藐庵は、吉原での知り合いと思われる。 

吉原には、京町1,2丁目、江戸町1,2丁目、仲之町、揚屋町、角町 

があって、山東京伝作「通言総籬」にも、仲之町の茶屋主人達が 

俳諧グループを形成して、そこには大名の子弟も訪れ、一つの 

文化圏を形成していたことが描かれている。  

謎５ 

謎８ 

昭和58年発見 

江戸の骨董商 

隠居後、向島に百花園を開いた。 

隅田川焼の開祖。 

明治になってから、三浦乾也は向島長命寺の境内に窯を築いていた。 

大槻如電は蔵前に住んでいたので、長命寺を訪れたことがあったのでは 
なかろうか。隅田川の対岸とはいえ、安永3年(1774年)に建設された 

吾妻橋を渡れば3～4キロ、小一時間の距離である。 

また向島は江戸時代から文人墨客が好んで訪れる場所であり、長命寺は 

蔵前から百花園への通り道にある。 

鳴滝時代に書かれたものと考えられている。（出典：目の眼 No.83 「「乾山楽焼秘書」を読む」五代目尾形周平） 

江戸の骨董商 

隠居後、向島に百花園を開いた。 

隅田川焼の開祖。 

庄子義忠(針生乾馬) 

昭和3年寄贈 

抱一とは茶友 

http://teizanunga.com/miura_kenya.aspx 

四代抱一は、三代宮崎富之助に教えを受けたわけではなく、  

陶法伝書を引き継いだという意味で四代を名乗っていた。  

実際、抱一が作ったか、あるいは絵付け、賛を書いた焼物は  

伝存していないと思われる。 

西村藐庵についても同様であるが、名陶工である井田吉六と  

三浦乾也が入門しているぐらいなので、藐庵は実際作陶を 

していたと思われる。 

菊文茶碗      鶴文黒楽茶碗 

三浦乾也の作品 

？ 

小西家 

光琳が実子寿市郎を養子に出した 

京都銀座の役人、小西彦九郎の末裔。 

http://teizanunga.com/miura_kenya.aspx 

篠崎源三郎が被見。 

朝岡興禎 
写し 

号は川声。 

同じく佐野の須藤杜川、松村広休らと共に、江戸の冬木家にいた 

乾山を佐野に招いた。 

・須藤杜川 

 号は枕流斎。越名の廻船問屋で、江戸との間で穀物、木材、用品 

 などを運搬した。 

・松村広休 

 号は青英亭。佐野は幕府直轄地で、広休は彦根藩井伊家の佐野代官。 

大川本家では 

ないかも？ 

伊勢萬古焼の沼波弄山は若いころに京都ヘ商売の修業に行き、 

そのときに陶技を学んだと伝えられているが、初代乾山は弄山 

が15歳の享保16年(1731年)に既に江戸へ下向しているので、もし 

乾山に学んだとしたら、二代乾山猪八の可能性が高い。 

従って、「乾山の弟子清吾から沼波弄山へ乾山伝書が伝わった」 

ことになっているが、乾山は二代乾山猪八で、この伝書は 

「陶器密法書」なのではないか？ 

その他の疑問 

オリジナル 

不明 

不明 

その他の疑問 
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